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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結

累計期間
第58期

会計期間
自平成28年２月１日
至平成28年10月31日

自平成29年２月１日
至平成29年10月31日

自平成28年２月１日
至平成29年１月31日

売上高 （千円） 23,284,995 22,839,367 31,650,446

経常利益 （千円） 1,400,904 1,290,924 1,917,333

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 823,199 782,627 1,158,471

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 848,263 814,789 1,213,451

純資産額 （千円） 10,944,598 11,960,987 11,309,786

総資産額 （千円） 14,778,123 15,477,268 15,171,475

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 120.77 114.82 169.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.1 77.3 74.5

 

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年８月１日
至平成28年10月31日

自平成29年８月１日
至平成29年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 36.99 26.95

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用環境の改善等、緩やかな回復基調が続いてい

るものの、米国新政権の施策動向や各国の政治情勢の変動、アジア諸国の経済動向等、景気・経済の先行きは不透

明な状況で推移いたしました。

　当社グループ中核事業の属する食品小売業界におきましては、消費増税延期により下振れ要因はなくなる中、お

客様の節約・低価格志向は依然として根強く、食の安心・安全に対する社会的関心の高まりの他、資材価格や人件

費の高止まり、人口構造の変化による採用難の状況が続いております。

　このような中で当社グループは、売上高増大のための販売促進活動に全社一丸となって取り組むと共に、お客様

満足度の向上や安心・安全な商品を提供できる体制強化、品質管理の徹底などの諸施策の実施に努めてまいりまし

た。小売部門においては、イベント型の提案販売や、レイアウト再構築等の既存店活性化を継続実施した他、生産

性向上のために作業工程の見直し、適正な人員配置のためのシフトコントロールを強化しました。また既存店の改

装や不採算店の閉鎖、新規ディベロッパーとの取組による新店開発や、新業態での新規出店等、各種施策を推進し

てまいりました。外食事業にあってはステーキレストランチェーン事業及び焼肉・しゃぶしゃぶチェーン事業にお

いて、メニューの考案や不採算店対策等、競争力向上のための施策を実施してまいりました。

　加工事業においては平成28年３月１日付にてグループ内企業再編を実施しており、前第３四半期連結累計期間は

㈱デリフレッシュフーズが連結子会社として１ヶ月間の業績が反映されております。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高228億39百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益は９億62百万円

（同17.1％減）、経常利益は12億90百万円（同7.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億82百万円

（同4.9％減）となりました。

　営業の概況をセグメント別に記述すると以下の通りであります。

 

「食肉等の小売業」

　当第３四半期連結累計期間の開店は７店、閉店は２店であり、その結果、当第３四半期連結会計期間末の店舗数

は156店になりました。内訳は食肉小売店130店（前期末比５店増）、惣菜小売店26店（同増減なし）であります。

当セグメントを取り巻く環境は上記記載の通りで、その結果、売上高は169億61百万円（前年同期比0.1％増）、営

業利益は８億30百万円（同17.3％減）となりました。

 

「外食業」

　当第３四半期連結累計期間の開店はなく、閉店は３店であり、その結果、当第３四半期連結会計期間末の店舗数

は53店になりました。売上高につきまして、閉店があったものの㈱オーエムツーダイニングは既存店売上が堅調に

推移し、㈱焼肉の牛太は昨年開店した店舗が牽引したこと等により59億56百万円（前年同期比0.3％増）となりま

した。営業利益につきましては、原価率の影響等から３億59百万円（同6.4％減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　普通株式 17,280,000

計 17,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成29年10月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年12月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,335,634 7,335,634

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 7,335,634 7,335,634 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年８月１日～ 

平成29年10月31日
－ 7,335,634 － 466,700 － 1,529,877

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成29年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年10月31日現在
 

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  － － －

 議決権制限株式（自己株式等）  － － －

 議決権制限株式（その他）  － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

 普通株式   519,400
－

 権利内容に何ら限定のない

 当社における標準となる株式

 完全議決権株式（その他）  普通株式 6,815,100 68,151  同上

 単元未満株式  普通株式     1,134 －  同上

 発行済株式総数 7,335,634 － －

 総株主の議決権  － 68,151 －

（注）　上記完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式300株（議決権の数３個）が含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

平成29年10月31日現在
 

 所有者の氏名又は名称  所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数

に対する所有株式

数の割合（％）

 株式会社オーエムツー

 ネットワーク

 東京都港区芝大門

 ２－４－７
519,400 － 519,400 7.08

 計  － 519,400 － 519,400 7.08

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年８月１日から平

成29年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年２月１日から平成29年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年１月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,191,991 7,310,561

受取手形及び売掛金 264,799 235,644

テナント未収入金 ※ 1,438,810 ※ 1,366,430

商品及び製品 383,746 353,055

原材料及び貯蔵品 35,657 35,896

繰延税金資産 68,930 98,203

未収入金 194,789 205,335

その他 100,946 96,724

貸倒引当金 △2,629 △2,006

流動資産合計 9,677,041 9,699,845

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,271,482 3,308,066

減価償却累計額 △1,819,086 △1,885,064

建物及び構築物（純額） 1,452,395 1,423,001

機械装置及び運搬具 408,782 445,443

減価償却累計額 △253,087 △270,186

機械装置及び運搬具（純額） 155,695 175,257

土地 531,968 531,968

その他 1,701,468 1,897,436

減価償却累計額 △1,224,222 △1,349,364

その他（純額） 477,245 548,072

減損損失累計額 △445,166 △553,973

有形固定資産合計 2,172,138 2,124,325

無形固定資産 108,282 108,990

投資その他の資産   

投資有価証券 1,700,273 1,999,616

長期貸付金 7,079 3,029

退職給付に係る資産 315,989 312,326

繰延税金資産 48,803 74,535

敷金及び保証金 1,073,483 1,104,408

投資不動産 55,466 55,466

減価償却累計額 △35,730 △42,292

投資不動産（純額） 19,736 13,173

その他 70,635 59,004

貸倒引当金 △21,988 △21,988

投資その他の資産合計 3,214,012 3,544,106

固定資産合計 5,494,433 5,777,422

資産合計 15,171,475 15,477,268
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年１月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年10月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,716,726 1,785,110

1年内返済予定の長期借入金 101,735 －

未払金 373,319 335,484

未払法人税等 226,023 117,824

賞与引当金 66,824 194,123

その他 610,729 564,164

流動負債合計 3,095,359 2,996,707

固定負債   

長期借入金 269,320 －

退職給付に係る負債 207,438 215,491

役員退職慰労引当金 69,184 70,013

資産除去債務 176,516 177,452

その他 43,871 56,615

固定負債合計 766,329 519,573

負債合計 3,861,689 3,516,281

純資産の部   

株主資本   

資本金 466,700 466,700

資本剰余金 1,391,999 1,391,999

利益剰余金 9,837,459 10,456,498

自己株式 △476,078 △476,078

株主資本合計 11,220,079 11,839,118

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 89,447 117,708

退職給付に係る調整累計額 258 4,160

その他の包括利益累計額合計 89,706 121,869

純資産合計 11,309,786 11,960,987

負債純資産合計 15,171,475 15,477,268
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年10月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

売上高 23,284,995 22,839,367

売上原価 13,902,878 13,659,971

売上総利益 9,382,116 9,179,396

販売費及び一般管理費 8,220,633 8,216,879

営業利益 1,161,482 962,517

営業外収益   

受取利息 1,929 672

受取配当金 1,400 1,400

持分法による投資利益 173,172 269,223

家賃収入 22,420 20,282

協賛金収入 27,597 25,133

受取手数料 16,352 8,034

その他 8,869 12,906

営業外収益合計 251,742 337,653

営業外費用   

支払利息 3,557 1,310

不動産賃貸原価 7,510 6,959

その他 1,252 976

営業外費用合計 12,321 9,246

経常利益 1,400,904 1,290,924

特別利益   

有形固定資産売却益 12 1,274

厚生年金基金解散損失引当金戻入額 25,882 －

特別利益合計 25,894 1,274

特別損失   

有形固定資産除却損 6,044 2,567

減損損失 109,760 157,370

店舗閉鎖損失 4,254 472

支払補償金 － 8,295

持分変動損失 51,286 －

その他 630 －

特別損失合計 171,976 168,704

税金等調整前四半期純利益 1,254,821 1,123,493

法人税、住民税及び事業税 453,068 405,213

法人税等調整額 △21,447 △64,346

法人税等合計 431,621 340,866

四半期純利益 823,199 782,627

親会社株主に帰属する四半期純利益 823,199 782,627
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年10月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

四半期純利益 823,199 782,627

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 15,048 11,901

退職給付に係る調整額 7,147 7,346

持分法適用会社に対する持分相当額 2,869 12,913

その他の包括利益合計 25,064 32,162

四半期包括利益 848,263 814,789

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 848,263 814,789
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しています。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　テナント未収入金

前連結会計年度（平成29年１月31日）

　ショッピングセンター及び百貨店等にテナントとして出店している店舗の未精算分にかかる売上金の未収

入金額であります。

 

当第３四半期連結会計期間（平成29年10月31日）

　ショッピングセンター及び百貨店等にテナントとして出店している店舗の未精算分にかかる売上金の未収

入金額であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日）

減価償却費 347,184千円 331,069千円

のれんの償却額 5,456 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年10月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資

 平成28年４月27日

 定時株主総会
 普通株式 　　　163,588  　　　　24  平成28年１月31日  平成28年４月28日  利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資

 平成29年４月27日

 定時株主総会
 普通株式 　　　163,588  　　　　24  平成29年１月31日  平成29年４月28日  利益剰余金

 

EDINET提出書類

株式会社オーエムツーネットワーク(E03317)

四半期報告書

11/15



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年２月１日　至平成28年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
食肉等の
小売業

食肉等の製
造・加工業

外食業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 16,900,295 485,081 5,899,618 23,284,995 － 23,284,995

セグメント間の内部売上高又

は振替高
39,378 29,531 40,828 109,738 △109,738 －

計 16,939,673 514,613 5,940,447 23,394,733 △109,738 23,284,995

セグメント利益 1,004,425 10,290 384,396 1,399,112 △237,629 1,161,482

（注）１．セグメント利益の調整額△237,629千円は、セグメント間取引消去△35,054千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△202,575千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「食肉等の小売業」及び「外食業」において、損益及びキャッシュ・フローが継続的にマイナスとなっ

ている店舗及び閉鎖を決定した店舗の店舗設備等の一部資産について、減損損失を認識しました。「食肉

等の製造・加工業」については、閉鎖を決定した営業所の設備等の一部資産について減損損失を認識しま

した。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において「食肉等の小売業」33,946千

円、「食肉等の製造・加工業」5,500千円、「外食業」70,314千円です。

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

第１四半期連結会計期間において、当社の子会社である株式会社デリフレッシュフーズは株式会社フー

ドリエとの間で株式交換を実施したことにより、株式会社デリフレッシュフーズを連結の範囲から除外し

ております。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額

は、「食肉等の製造・加工業」において2,747,046千円減少しております。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年２月１日　至平成29年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
食肉等の
小売業

外食業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 16,923,404 5,915,963 22,839,367 － 22,839,367

セグメント間の内部売上高又は

振替高
38,274 40,446 78,720 △78,720 －

計 16,961,678 5,956,409 22,918,088 △78,720 22,839,367

セグメント利益 830,977 359,784 1,190,762 △228,245 962,517

（注）１．セグメント利益の調整額△228,245千円は、セグメント間取引消去△34,224千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△194,021千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「食肉等の小売業」及び「外食業」において、損益及びキャッシュ・フローが継続的にマイナスとなっ

ている店舗及び閉鎖を決定した店舗の店舗設備等の一部資産について、減損損失を認識しました。なお、

当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において「食肉等の小売業」79,338千円、「外食

業」78,031千円です。

 

３．報告セグメントごとの変更等に関する情報

　当社グループは、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社デリフレッシュフーズがグ

ループ内企業再編により連結の範囲から除外となったことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「食肉

等の製造・加工業」を報告セグメントから除外いたしました。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年２月１日
至　平成29年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 120円77銭 114円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
823,199 782,627

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
823,199 782,627

普通株式の期中平均株式数（株） 6,816,181 6,816,181

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年12月13日

株式会社オーエムツーネットワーク

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅井　愁星　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　　静太　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーエ

ムツーネットワークの平成29年２月１日から平成30年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年

８月１日から平成29年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年２月１日から平成29年10月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーエムツーネットワーク及び連結子会社の平成29年10月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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